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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は核内レチノイン酸受容体である。コードされているタンパク質、レチノイン酸受容体αは、リガンド依存的に転写を制御する。この遺伝子は、発生、分化、アポトーシス、顆粒球形成、および時計遺伝子の転写の制御に関与している。この遺伝子座と他のいくつかの遺伝子座との間の転座は、急性前骨髄球性白血病と関連付けられている。この遺伝子座では、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2010年9月]、疾患：RARAに関連する染色体異常は、急性前骨髄球性白血病（APL）の原因となる可能性がある[MIM:612376]。ZBTB16/PLZFとの転座t(11;17)(q32;q21)、PMLとの転座t(15;17)(q21;q21)。 NPMとの転座t(5;17)(q32;q11)。,ドメイン:3つのドメインから構成されます：調節N末端ドメイン、DNA結合ドメイン、C末端ステロイド結合ドメイン。,機能:これはレチノイン酸の受容体です。この代謝物は脊椎動物の発生に大きな影響を与えます。レチノイン酸は形態形成因子であり、強力な催奇形性物質です。この受容体は遺伝子発現を直接制御することにより細胞機能を制御します。,オンライン情報:レチノイン酸受容体エントリー,PTM:リン酸化されています。リン酸化は細胞周期を通じて変化しません。Ser-77のリン酸化は転写活性に重要です。,類似性:核ホルモン受容体ファミリーに属します。,類似性:核ホルモン受容体ファミリーに属します。NR1サブファミリー。,類似性:1つの核受容体DNA結合ドメインを含みます。,サブユニット:CDK7と相互作用します（類似性による）。 NCOA3およびNCOA6コアクチベーターと相互作用し、標的遺伝子の転写を強力に促進します。NOCA7とはリガンド誘導性に相互作用します。
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	レチノイン酸受容体α抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	レチノイン酸受容体α抗体を用いたHepG2細胞溶解物のウエスタンブロット分析。

